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電 話 轢

電話機の輸出

4号型電話機は牡外一--･流の高い性能を耳j`するが,反面

価格の点で国際苗場における競争が困難であった｡そこ

で日立製作所では設計の合理化により製品の小燕化を行

って材料所要量をきりつめ,インジェクションモール

ド,ダイカストなど最近の工作技術を駆使して加工時間

を切下げて,苓Lモ†の矧fl'封こ照らして妥当な性能,価格と

確帖できる電話機を完成した｡これがHA-5日動式お

よびHC-5共電 電話機で,すでにl･f~-南米,中東,東

画境杏仁卯こ輸Jl=ノ好評を博している｡

195d年度に開発した新型電言舌機

電々公社は加入者の要望にこたえ,4甘一声J二電話機に

加えて新型照掛電話機を採用することとなり,日立製

作所は公社の要論によりこれが試作を行い,すでに4号

AlV自動式および4号CⅥr共電式壁掛電話機として正

式仕様眉が制定され,地産品が加入者に架設されほじめ

た｢4一別隕掛電話機ほ従 の4け卓上電話機の性能規格

を満足するほか,さらに各種の改良,合即化が行われて

いる｡たとえば送受器ほ軽量,強靭なインジェクション

モールド製とL-,かつその長さはいミ=襟基準に合致した妥

当な偵としてあり,そのほか速度変化少く,防塵確実な

4号Fダイヤル,MPコンデンサ,小型艇ぶこな電鈴を使

用するなど最新の技術を駆使して完成したものである｡

おなじく電々公社の要請により日動交摸描こおける保

守,訊戯匿佐川する 型試験川選一受器の開発を行い,

多年輸入品の一冊改造品を使mしてきた不自由を解消し

た｡

このほか1L亘掻如こ4千手の電話機せ並列接続し,各加入

者を選別呼出すことのできるよう放電管せ[l蔵した4共

同電話機を製作した｡これほ我l~甘故初の訃音矧~i主l産クロ

スバー交換機により公衆通†言局とLて闘局した三重県香

良州電訊~許管内にほじめて使用された〕

そのほか4号壁掛電謂機のシリーズとなる壁掛,卓上

兼用の新型磁石式電荊機,エレベータ,配電盤などに使

用する小 の鞭打卜電話機なども開発した

研 究

あたらしい電話機の開発を活発iこ行う

究を営々として行っている｡たとえば

とともに基礎研

請器.上月捉粉に

ついてほ多年研究の結果,劣化の原｣ペが吸湿にあること

をたしかめ,これが対策を行って寿命をいちじるしく改

善し,あるいは受話器瀕蘭板材料たるFe-Co-Ⅴ合金の

品質向上佐一段の飛躍をみせた｡

畢..増勢
第1図 HA-5〔1動式およびHC-5共電式電話機

第2図 4号AW自動式および4号

CW共電式壁掛電話磯

第3図 新型試験用送受器

第4図 新発隻磁石式電話機一博上型にしたところ(左)

および壁掛型にしたところ(右)

また伝送招域巾の拡張により明瞭度を1札上させ,通訳

距離を拡張L-,あるいほケーブル心線径を減小節約する

国際的傾向に応ずるよう
,受話器の伝

帯域拡張の研

究を行っており,そのほか電話機用1､ランジスタ増什】器

の開発についても海外の進歩に立遅れぬよう,つねに指

導的役目をほたすべく研蛮をつづけている｡
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交換最近の私設構内交換横

近年長距離回線の超短波による多

日 立 評 第39巻 第1号

化,短足巨離回線の

搬送多重化などにより市外中継線が飛躍的に増加し,大

都市和互問および大都市と衛星都市間の即時通話化が実

用化されてきた｡

これらの公衆通信における発展は私設交換網ミ･こおいて

も同様であり,同一系統に属する私設交換機相互の中継

がさかんに行われるようになってきた｡これら私設中継

線にはがイヤル式出および入中継線と,私設線中継台に

収容される中継線とがある｡

このダイヤル式出入中継線ほ距離によりその伝送方式

を異にするが,100km 以内の短距離にほ従来の方式に

代ってCX方 が採用されはじめた｡

CX方式ほComposite Signalling Systemの略称で

簡易性,経済性安定性および 信国税構成可能などの壬l旦

由により商用周波ダイヤル,誘導インパルス方式に比較

して 秀な特性を有している｡すなわちCX方式は地

気帰路をもった直流式片線インパルス方式であるが二

信号および重信回線構成が可能で,インパルス伝

､1】 路抵抗約3,000nまで可能であり,裸椋路にもケ

ーブルにも適用できる｡また信号方式としてもほかの市

外ダイヤル方式のように接紋信甘および髄旧信号などの

制御信号を必要とせず,誘導防醤などによる誤接もな

く,地電位差の影響を受けることもない｡

このCX装置を単独回線に適用したものを SX装置

第5図 SX 装 置

第6図 市外通話統制用

周繰回路継電器群

第7図 AF-2形自動式

構内交換機

(Simplex Signa11ing System)と称し, 信構成以外

の点ほすべてCXと同様である.｡この装置の外観を第5

図に示すっ

前述の市外自動即時通話は,竃々公社において ZZZ

装置を使用して,大都市とその近郊都市の問に行われ

第1表 AF-2形自動式横内交換機構成要素

往:回線数により上記交換機と中継台を組合せて使用する｡
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第8図 AF-2形自動式構内交換機中継方式図

○一局緩

月/∴～一月

平総昌

ほじめたが,この自動即時

通話ほ局の帯域と通話時分

により複数登算を行うの

で,内線加入者が 手な発

信を行った場合ほ,その料

金の割当,徴集が困難であ

るっ ゆえにこの市外通話は

多くの場合私設交換機では

統一制を必要とし,この種の

発に呼は中継台へ廻送して

扱者を経由させるか,話中

音を送出して通 を断念さ

せるよう処理されなければ

ならない｡

この市外自動即時通話の

統制の機能を附加した局線

回路継電舘群を第る図に示

す｡弟d図ほ発着両用で6

回線分を実装したものであ

るが, このはか現用局線
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回路l･こ上記機能のみ追加できる附加装置も製作してい

る｡

最近しばLば梢院,事務所用などとしてユニット形の

小容量自動交換機が要求されるが,この要求にこたえる

ものとしてAF-2形自動交換装置を開発した.｡Afし2形

ほ弟1表の各種構成要素を組合わせることにより歳大

ノ80回線までの内線を収容でき,自動式,共電式,磁石式

のいずれの局線にも接続できる｡

自動交換機の外観は舞7図に示す通りであるが交換に

必要な機器,および監視信号,信号電源を防塵カバーを

有するケース内におさめ容積の小型と

性を特長としている｡

設,保守の簡易

上記構成要素の組合せにより構成された交換装置の中

継方式図の一例を弟8図に示す｡

機器の改良

交換機に使用する機揺敷こついては,たえザ改良を加

えで性能の安定と長

概要

(1)スイッ

命化を計っているが,以下にその

セレクタ,コンネクタなどのスイ

ツチ好餌も 200刀阿までの#命試験を実施してたえず

部品 の
､

行を良攻 果幻伸.こ

,現在の製品ほほとんど無
事故で動作を完了するようになった｡これiこよってい

わゆる"40年間無事故使用"も吋能な域に適した｡

(2)双子接点継電器;魔境による接点陣門を防止す

るために,ZRE形双子接点水平形継電器およぴTRE

形双子接点水平形継電器を開発したが,さらに改良

を加えで性能の安定化と調製の容易化を計った〔これ

らの継電器ほ関西電力株式会社納入の幻回紋クロス

バー交換機をほじめとして,各所に納入使用している

が,現在まで1年半の聞,接点障害皆無の好成績を示し

ている｡これらの継電器を使用すれば,交換J.-i)の無人

化が~HJ能である｡

(3)万能形電鍵; 従 5軽焼の部品で構成されてい

たキープレームを,亜鉛合金ダイカストにより一休に

構成されたフレームに改良した(第10図).｡これによつ

て強度が増加し,薄命が延びたと同時に接点やチャツ

ターがなくなって惟能がいちじるしく安定になった｡

(4)MP蓄電器;従 使用されてきた祇蓄電溺のか

わりにMP蓄電器を実用化し,輸出用電話機および新

しく開発した壁掛電話磯にこれを 用した｡日立九4P

コンデンサは多年の研究成果により好評をいただいて

おり,31年度ほこの高品矧こ加えてさらに低廉に製造

することを日掛こ製造工程の安定化と主ミニ在化を進め

た｡製造工程中における綜合不良率の低下ほまことに

いちじるしいものがあり,

躍的な進 がみ

産能力においても飛

られる｡通信用以外にも照明具用,家

庭電器品用としても進=しつつある｡

第9図 ZRE形双子接点水平形継電器

改良品 現用

第10図 万 能 形 電 鍵

クロスバー式交換壊の改良

クロスバー式交換機ほ~-一三要桐成機器に摺動部分がまつ

たくなく,双手接点をもったクロスバースイッチ,ワイ

ヤスプリングリレーなどを使用しているので,きわめて

安定な動作と長寿命を期待しえて無人使用のために必要

な条件をそなえている｡.また中継力式の融通性は,2組

または4線タンデム巾継機能,山中継接続時のミニアム

ポーズの解決機能,PBX交換機として要求される特殊

機能などを容易に附加しうるほか,無人局用交換機とし

て使用される場合i･こ親局からの遠隔試験ならびに各種裸

作,障害の 示および日動記

日立製作所では,我

を行うに適している｡

にクロスバー交換方式が登場す

る以前から,以上のようなすぐれた点にいちはやく注目

して,クロスバー式交換機の開発,改良に研蛮を続け

ていたが,昭和31年 にほこれまでの成果を 合して,

今後の小および中容量クロスバー式交換機湛対して望

ましい接続方式の標準を決定するに至った｡第1】図は

80回線以下の小容量交換機に適用できる接続方式であ

って,1段接続形式であるために共通制御回路が非常に

簡単化され,またトラフィック上からはリンクブロック

(Link Block)の影響を受けないことが非常な利点であ
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る｡弟11図(a)ほ加入者をクロスバースイッチの垂直路

に,中継絞装置を水平路に収容しているため,加入者に

対応するカットオフリレーは不要であるが,割込接続の

ためには特殊な工夫を必要とする｡弟1】図(b)は同図

(a)における加入者と中継線 置の収容関係を道にした

もので,加入者ごとにカットオフリレーを必要とするが

割込接続は容易である｡PBX 交換機として使用する場

合,弟11図(a)の方 ほ併用する無紐中継台を簡単化す

ることができる(HX-3形クロスバー式目動交換機)｡同

図(b)の方式は有紐中継台とともに使用するに適してい

る｡第12図は80､800回絞の中容二量交換機に適用しう

る2段接続方式で,加入者はクロスバースイッチの水平

路に収容している｡弟12図(a)および(b)は100回緑

容量粗壁の基本接続力式形で,(b)は(a)を略記したもの

である｡この 本形を回線数に必要なだけクロスバース

イッチ TSW の垂直路出線側で複式に接続する方法

(HX-4形クロスバー式小日動交換機),または者 本形

の軋緑間を適当に中継繰装置で結合する方法によって,

800回繰までの交換機に対する接続方式がえられる｡第
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第11図 クロスバー交換機の1段接続中継方式

12図(c)はこの前者の方法によって基本形を4個複式接

続した単位交換機2式を後者の方法で,単位間中継緑装

置で結合したユニットマーカ(Unit Marker)方式交換

機の接続方式で800回線容量を有する｡

ユニットマーカ方式をおなじ回線数のステージマーカ

(Stage Marker)方式と比較して有利な点ほ次の通りで

ある｡番号計画にとらわれないフレーム構成が可能でス

イッチの使用能率がよい｡通話路にほいるスイッチ交叉

点数が少い｡マーカおよびレジスタは万能形であるので

融通性iこ富み,機能を高度化することができる｡共通

制御部分による障害危険率が少い｡予備機を設けても共

通制御装置の数はあまり増さない｡ミニアムポーズをと

くに考慮する必要がない｡呼量のかたよりに対して耐力

が大きい｡保守にあたっては少数の回路を理解すればよ

い｡

電々公社呑良州局納クロスバー式無人従局用

自動交換横

木交換機は第二槙クロスバー式小自動交換機(日立名

HX-4形クロスバー式小日動交換機)と称される終 時

容量400,開局時容量200回線の無人従局用

自動交換機であって,A形日動局を親局とし

て,市外帯域制上の端局,三重県の香良州無

人局において使用されるものである｡外観は

舞13図に示すように,両面に防塵カバーを

もった高さ2,520mmの架9架iこ収容されて

いる｡

木交換機のl一日継方式は2段接続方式を採用

し,親局との問の市外紋はCX装置を利用

して吏信構成を行っている｡自局内通話は

局番なしの3数字,市外自動即時通話には

"0,,をダイヤルする開放番号方式,共同加入

相互通話ほレバーチソグコール(Reverting

第12図 ク ロ ス バ ー

交換機 の 2 段接続 中 継 方式
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第13国 電々公社香艮州局納クロスバー式

自動交換機部分

Call)方式によって行い,警察,消防とともに特殊番号

を使用している｡親局からの人中継の際は被呼者番号3

数字によって局内の接続が行われる｡

動作限界はステップバイステップ方式のマグネットの

ごとく動作に影響をあたえる機構をもっていないので,

ダイヤルのスピード,メーク比ともに十分広く,電源電

圧の変動に対しては従来のA形交換機よりも広い変動,

すなわち主竃源■由二流43～53V に対しで安定に動作す

る｡

回路方式としては,レジスタの特殊番号識別機能,親

局市外台からの遠隔制御,親局試験台からの遠隔試験,

市外出中継棟装置相互の復IH監視,親描こ対する陣門

示,田中継接続の際のミニマムポーズの解決にとくに創

意をこらした新方式を採川てしいる｡

クロスバー機器の開発

昭和28年,クロスバー方 L-て以来,機

器の実用化に努力を統けている｡その概況を述べる｡

(1)クロスバースイッチのぶ二産化

昭和15年,文献を参考に,ほじめてクロスバースイッ

チを試作したが,戦争のため-･時小止のやむなきに至つ

た｡戦後ふたたびこの研究を開始し,昭和3叫三5月,第

1同製品 EA13 形を,いこ1産第1▲り･機として日本竜鉦_す電

話公社ならびに関西電力株式会社で御杖用をいただき,

無 故の好成 転111である｡これを保ヤの界易化と,

特性の安定化の見地より検討した結果,設計を変更,治

工具を一新して第2回製品 EA22 形を完成し,日本電
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第14図 EA22形クロスバースイッチ

第15図 自動交換機に使用したワイヤ

スプリソグリ レ一群

信電話公社香良州局に納入した｡おもな改良点は次の通

りである｡

(i)磁気回路,負荷特性を改良し,調整の許容範囲

を約2倍とLて,保守調整を容易化した｡

(ii)接点バネの位置を正確に組込み,調整ほわずか

の手数ですむよ■ぅにした｡

(iii)フレームなどに熔接を採用,歪要部品の精度と

強度を向上し,安定な動作を可能とした｡

(iv)パラジウム･ニッケルのバイメタル接点を使用

L接触酢分の安定性を増した｡

この製品の寿命訊闇舶呆は9,000万接絞(40年使片目こ

相当)で発生した事故は接点接触不良がただ1作あった

のみで,特性値の変化はほとんどなかった｡

日立製作所においてほ,今回この EA22形クーコスパ

ースイッチの品韓準備を開始,大型プレス機械,大型自

動巻線機,日動接点熔接機,自動検査機,カ命試験機な

どを完成.需要家苓位の御要望にこたえるべく,努力を

続けている｡

(2) ワイヤスプリングリレー

クロスバー交換機忙は,接点バネを多く有し,連動,

長寿命の一般川継電暑隷を必要とする｡ワイヤスプリング

リレーは,そのもつともすぐれたものとして,日本電

電話公社でも数年にわたって実用化に努力中である｡

れを萌川-1継電路と比較すると,
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(i)寿命は数十倍

(ii)動作時間は数分の一

(iii)接点バネほ約50%多く塔載できる｡

(iv)同一負荷に必要な電力は約半分

というような長所を有する｡しかし,この製造には,

(イ)ほそいワイヤを線引,仲線,

-ルドして,曲げる技術

正し,揃えてモ

(ロ)小さい接点を整列して熔接する技術

(ハ)棒状端子に対する無ハンダ巻付け配線援術

(ニ)特殊な接点,絶縁,バネ,磁性材料

など実に多くの困難な問題がある｡日 所において

ほ公社各位の御指導により,戸塚工場をq~一心に,多賀,

亀戸,安来,電線,絶縁物の各工場,日立,中央両研究

所の協力により,このリレーの開発を続けている｡

搬送通信轢器

電力線擁送電話の動向

電源開発工事の一応の終了によって,各電力会社とも

これにともなう業務通信網の整備を必要とするようにな

り,マイクロ回線および搬送回線を含んだ管内統一ダイ

ヤル計画が,各社で実施されつつある｡これがため電力

線搬送電話装置に対する要求として注目されることは,

従来のたとえば給電指令用装置におけるような特定地点

間のみの連絡用という観念を超えて,管内通信網の一リ

ンクであるとする考え方が支配的なことである｡したが

って数リンクにわたる通話品質を保証するために,令リ

ンクに割当てられる装置規格は一般にきわめて高度とな

り,なかんずく信号回路の安定性ほ装置の生命とされる

第ト6図 PJ-64型通話路 第17同 PH-21型電力

電力線搬送電話装置 線搬送装置

に至った｡この種装置の代表的機桂として日立において

開発されたものにPJ-64型およびPJ-66塾6CH装置

がある(第1る図)｡前者は4kc酉汐り,後者は3kc配列の

通話帯域を有するプラグイン式小型実装装置であり,そ

れぞれ6CHl架構成のものと,通話路架,群端架を分

置可能とした2架構成のものとがある｡Pト64型装

北東は 力本名発電所,長岡変電所問,またPト66塾

装置は東北電力中火通信所,古川営業所間に設置されそ

れぞれ優秀な成 で運転中である｡

次に回線網整備の進展にともなって電力線搬送周波数

の不足と,通信室床面積の不足とが問題となってきた｡

前者はかならずしも最近のみの現象ではなく,従来とも

予想されたことがらであり,給電指令用

殊用

置のごとき特

に対してはすでに周波数反転方式が採用され,ま

た,前記6CH装置のごとき主要回線用装置では,SSB

化方式が採用されるのが普通である｡さらに最近で

は水晶濾波器技術の進歩によって同一投 波の上下側帯

波を,それぞれ送受信周波数とするいわゆるUL方式が

開発された｡給電指令用装 を含む1CH装置にUL

方式を採用すれば,送受分離用の周波数間隔を必要とせ

ず従来の装置に比較して周波数利用 は2倍となる｡日

立製作所におけるこの種装置として代表的なものはPH

-21型およぴPH-28型 置である(第17図)｡前者ほ中

部電力,大井川通信所,浜松変電所問に4端局が設置さ

れ,また後者は東京電九 多古変電所,菅沼発電所間に

設置予定で,それぞれ大井川または多古iこおいて管内回

線網に接続されるための継電器群を実

型

している｡簡易

置においてもこれら継電器群を通して管内回線網へ

の接続をほかることは前述のごとく最近のいちじるしい

憤向であるが,そのため通信室の床面積不足を促進した

ことも否定できず,小型部品と能率的な 装方法による

装置小型化が要望されるに至った｡前記 6CH∴およぴ

UL装置ほ小型部品を使用した独得の小型実装を採用し

ており,またそのほかの電力線搬送装置もすべて同様の

構造によりいちじるしく小型化されてきている｡これら

の憤向ほ今後とも推進されいわゆるCCIF勧告の線にそ

った標準実装方式確立のための努力が続けられている｡

トランジスタ応用の糠送電話

搬送装置に対する1､ランジスタの導入は,トランジス

タ使用による装置性能の限界と,回線設計的にみた経済

性とを考慮して検討されねばならない｡現状において比

較的安定に使用しうる低周波†ランジスタを用いて,真

空管装置と同等の装置性能を期待する場合,使用周波数

ほ数十kc以下に制限されるが,一方装置電源部の櫨端

な簡易化が可能であり,通話部分の価格が従来通りとし

ても予備電源 備が不要となること据付床面積のいちじ

るしい減少とあいまって設備費の大巾な軽減が可能とな
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第2表トランジスタ搬送装置性能比較

＼

_
､
_ 型

諸 元＼~､~､一三--一丁I
BT-303

式

直 話 路 数

伝 送 ~方 式

線 路 損 失′雪空(最大)
送 信 出 力

信 号 方 式

漏話減衰畳

消 費 電 力

トランジスタ/CIl

31直 話 路

B S B 方 式

10 (15) db

-10db/CH
搬送波断続

45 db

約 1 W

BT-202

通話路(積上式)
(容盟4通話路)
S S B 方 式
20 (30) db

O db/CfI

帯域外一周波断統

70 db

O.9 W

弟18図 BT-303型3通話路トランジスタ搬送電話装置

第19図 BT-202型2過言舌路搬送電話装置

るから, 設電源を有する日動もしくほ手動‖相互間の

数十kc以下の短距離通信回線にトランジスタ搬送装置

を使用することは真 管装置に比較してきわめて有利と

なることが期待される｡日立製作所においては,かかる

白襟に向って搬送装置のトランジスタ化を研究中であ

り,すでに第一次および第二次の試作を経て製品化の段

し階に到達している｡舞18図は第【･次…

i童､∴l

作BT-303型3

弟19図は第二次試作BT-202塾2通話路

装置の外観であり,第2表は両装㌍に対する主要性能の

.比較である｡
BT-202型装閏の性能ほ真空管式の同程装一掛こ比較し

てなんらの遜色が認められないr､.

トランジスタ搬送装置の将

装置価格

に対する最大の期待ほ,

滅の可能性と建家の節減,無人運転によろ

人件費節約の見通しが明るいことであろう｡このたガ)に

一67

第20同 CMO-55型60Mc/FM殻短汲無線磯

は,前記装置で第一一義的に 要な問題でほなかった装置

の小型化と部品点数の減少とが考慮されねばならない｡

これら→ 新按硝の開発i･ま,我国におけるトランジス

タ搬送装置の製作に先鞭をつけたもので,今後における

トランジスタ=休の相性向上lこよる 置の使用範囲拡張

方式の開発とにおいて,つねに業界をリードするこ

とを期待しうるものでお)る

無 線 通 信 機 器

無線機の現状

31年度における無組掴別系の生 としてほ,30Mc,PR

ー3形FM無線機が警察庁のコンクールにみごと第→位

に合格,引続き大_【_コニの受注および生産が行われたほか,

60Mc,]-50Mcの各種機器の開発生 が行われた｡また

防衛庁用の無線機も多種多量に受注生産された｡そのほ

かマイクロウエーブ,コンピュータ,工 テレビなどの

あたらしい分野においても着著その成果をあげた｡

30McFM無線機‥SEⅣト255型ほ警察庁PR-3形コ

ンクールに合楕･警察｢~上位新型としてはじ軍)て多数生産

された√｢

60McFM無線機=中央気廟台納CMO-55A型を多

座し新分野を拡げた｡木セットは水利水苔対策用と

して日本全国に設置され弔要な神経系統として活躍して

いる｡

150McFM細線機:警察庁納 SEM～254型(MPR-

1)は警察庁の最新卦ご合同に大横に納入し,好評をえて

いる.｡

従来生産せられていた150McVHF-FM無線装置は

ウオキー1､-キ 5ミEM-016A型,10W移動川SEM-
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第21国 佐久間発電所納ITV カメラ回転装置

重要
きノ三■望
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身/

塾頭

⊥+

第22Ⅰ.ズ160Mc帯川高利得彗珂-▼根系

103型,10W 囲定用SEM-103A型25W塾 SEM-

251A,252B,253B型,50W国定用SEF-505,506塾,

遠隔制御器 SCA-5,SCB-5 型の新型を完成し地方

休,電力会社,電鉄会社などに多数納入し,斯界をリ

ードしている｡

マイクロ波通イtて装FFい6cb簡易電 装置,標準型23･

ch電詣装置として多重中継方式が完成されているので,

今後--･般通信系に飛躍的進展が期待される｡またテレビ

中継川STリンクは日本テレビ放送網株式会社に納入し

た｡ひきつづき匡†際電気株式会社とタイアップして北海

道放送株式会社納の製品を製作巾である｡

船舶用中短披送信機:防衛庁より30年にひきつづき31

年度も火星に受‡二1三L納入した｡本機は艦船および陸上通

信所に装備され相互間の通信に優秀な性能を発揮してい

る｡

超短波無線機:防衛庁より車輌無線機JSCR-608,

JSCR-519Y,L 無線機JSCR-300 およびバイブレー

タ装置JPP-114YZ/VRC→3(国

人品に受注し納入した｡

1二

電気株式会社経由)を･

用テレビジョン:佐久間発電所納 TIE-U2型は

約3km離れたダム取水口の状況を配電盤室で監視する

匿である｡2台のカメラ回転装置ほ投光器(6灯,18

灯)で150m先を照明して,バリフォーカルレンズで精

細に監視できる｡送受像 置問は我国最初の発泡ポリエ

チレン同軸ケーブルで結び,カメラ装置の回転,照明灯

の点滅にいたるまですべて受像側で遠隔制御することが

できて,カメラの位置も標示される｡本装置ほ日立製作

所の綜合接術の粋をあつめて完成された最新製品であ

る｡

コンピュータ:30年防衛庁納各種計算機に蘭いて31年

は工業接備院,東京大学に高 アナログ計算機WAC-1

型を納入Lた｡

通信用空中線:故近の回線計画は空中線に対する要求

を高度化しそれぞれの通イ.洞線に適した空中線を要求す

るため,きわめて多種多様の空中線が生産されている｡

31年度申に生産された空中線には全 9m に及ぶジュ

第23岡 コンクールで最高位をえたFM無線機



通 信 器 69

ラルミソ製のホイップ空中線から超軽弄:の可搬型八木ア

ンテナまで非常に広範囲にわたっている｡

警察庁超短波FM無線轢コンクールの成績

31年11月末に目 のPR-3形追録洩

無線機のコンクールに掟H-=ノたSEM【255型30Mc-FM

無線機については,従 の無線機と比較してとくに改良

された点を略記すると下記の通りである⊂､

(1)スブリアス軸射防止用濾波回路の

(2)負債置を利用する新一邦各による変調相性の改良

(3)温変調,感度低 対るす対に瀾師の卜

(4)電源回路の簡子羊イヒ

(5)ェヤー･ダンパーを利j】1する防掠脚の佐川むこよ

る耐撮動性の改良

上記のように種々の改良を行った結果,巨-dコンクール

に参加した 内主賓メーカー1.4社中,国際電気株式会朴

とともに,最高位の優秀な成績で合格L,PR-3形無線

機の第1回発注を受注した.-､

繰返し型アナログ計算機

今回工業技術院機械試験所の注文により憤準型に準じ

た繰返し型アナログ計 賂式を製作納入した｡本装置

･ほとくに演算器14組を有して,14階線型微分方程式また

ほ二元7階などの 立微分方程式を解きうるほか,非純

型微分方程式の解析も可能である｡解は7吋ブラウン管

オシロスコープ上に緩速し

構成は下記の通り｡

構 成

(1)線型要素

演算器 14

加算器

正負変換器

ゲート回路

ホせしめられる｡本装置の

(2)非繰

乗算着:‡

フォ トフォーマ1

不感域要素

要素

第24周 繰返し型アナログ計算機

解指バミ暑■手

そのほか電視一式

飽和要素

可搬型テレビジョン中継装置

本装苫ほ主としてテレビジョンのスタジオと放送局と

の間をつなぐことを目的とするもので,送受信機および

空中線とも小型軽毒二とし可搬型にしている｡また映像信

一片とともに放送用肯声も同時に送りうるようになってい

る〔つ周波数ほ6,7′00Mcより 7,125Mc までの間の披を

使用することができる〔受信機ほスーパーヘテロダイン

二方式で追随式の鉦動周波数制御を行っている｡また 受

空中線は医径1･2mのパラボラ型空中練を川いている｡

標 伝送距離を16km として信号対雑音比

第25囲 可搬型テ レビジ ョ ン中継装置

ほ55db以上である｡そのほか本装置のおも

な仕様ほ次の通りである｡

(i)過†.†方式 映像信月-…………FM

音声有パ▲……FM-FM

(ii)ニーiミ搬送波放大周波数偏移

….±5Mc

(iii)受付=】間周波数および帯域幅

...129Mc土9Mc

(iv) ～1り｣ハムレベル

(Ⅴ)AFC特性

応動 因bold

pull

一57db以下

in

in

40Mc

30Mc




